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1.  はじめに
(1) テーマの背景
   2013 年 11 月から約 4 ヶ月の期間海外を旅していまし
た。 カンボジアのシェムリアップを訪れた際に、 現地の村
に小学校を建設している団体に出会い約 2 週間小学校
建設に参加しました。 電気や水道などのインフラが整って
いない村での生活は現代の日本での生活とは大きくかけ
離れたものでした。 そこで小学校に通い教育を受けること
を望む子供たちと 2 週間の建設作業を共にし、 カンボジ
アの特に農村地域における教育の現状を目の当たりにし
ました。 ここでカンボジアという国の抱える教育という大き
な問題に対し建築でのアプローチを考えます。
(2) カンボジア シェムリアップ州 リエンポン村
   カンボジアはインドシナ半島に位置する東南アジアの立
憲君主制国家です。 熱帯モンスーン気候に属し大きく乾
季と雨季の二つの季節に分けられますが、 1 年を通し平
均気温が25度を超える温暖な気候の国です。シェムリアッ
プはプノンペンに次ぐカンボジア第二の都市で、 アンコー
ルワットを初め多くの遺跡群があり近年では観光客の増加
に伴い観光都市として栄えています。
   計画地として選定したリエンポン村はシェムリアップの中
心市街地から車で 1 時間 30 分ほどの農村地域に位置し
してます。 国道を左折すると赤褐色の未舗装の一本道が
続きます。 リエンポン村はその道を挟むような形で住居が
点在し村を構成しています。
   村の全長は約 3km で 128 世帯 680 人が生活していま
す。 村人の多くが農業に従事し米、 キャッサバ ( 芋 )、
西瓜などの農作物を作り自給自足の生活をしています。
村に電気、 水道のインフラは整備されておらず、 電気を
使用する際は車のバッテリーを使用し、 生活水は井戸ま
たは予め水瓶に貯めていた雨水を利用します。 村には住
居の他には生活雑貨などを販売する小規模な商店が 4 カ
所あります。
図 1    カンボジア シェムリアップ州 リエンポン村
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(3)カンボジアの教育事情
     カンボジアの教育分野は多くの問題を抱えています。
まず歴史的背景として20余年にも及ぶ内戦で知識層の多
くが殺害され国外へ逃れたりした結果、教員が不足してい
ることが挙げられます。また恒常的な資金不足から荒廃し
た教育インフラの整備が遅れ学校が不足していること、さら
には学校制度上の問題や教材の質の低さ等の問題もあり
、これら全てが問題を複雑化しています。
(4)農村地域と高床式住居
   カンボジア人の 8 割が暮らすといわれる農村地域では高床
式住居が一般的です。 カンボジア人は核家族単位で住居を
持ちます。 住居は 12 本の柱で構成されることが多く、 その
場合桁行方向 4 本、 梁間方向 3 本となります。 桁行が 8m
から 12m、 梁行が 6m から 7m が一般的でベランダ等を付加
することで規模が大きくなるケースも見受けられます。 壁材は
板、 トタン、 竹、 ヤシの葉、 藁などで屋根材は瓦、 トタン、
カヤが使用されることが多いです。
   農村集落には一般的に所有地の明確な境界線がなく樹木
の位置などが敷地を表す目印となります。 住民の示す敷地
境界の概念はおおまかなものであり、 住戸が密集する部分
では、 住民は住戸と住戸の間や各住戸の高床の下を自由に
移動し通り抜けるなど、 公私の空間概念は低く極めてフレキ
シブルな利用がなされています。
(5) 床下空間
   床下空間は日常生活行為全般を受容する空間として機
能しています。 床下空間は、露台、ハンモック、薪、食材、
建材、 水瓶、 作業用具、 自転車等が置かれ、 休憩、
団らん、 食事、 作業、 保管場所として多目的に利用さ
れます。 大半の生活行為は床下で行われているという現
状があります。
2.  計画
(1) デザインプログラム
   カンボジアの小学校建築の形態やプログラムを問い直
すと共に建設後の維持 ・ 管理のシステムを提案すること
で、 地域社会に継続的に使用される社会的持続性の高
い教育施設を計画します。 その成果は子供達を含め村
の生活に還元されるものとします。 計画地の中心部には
小学校の教室を配置し、 その周囲に教室と連携して使用
する教育機能を持つスペースを計画します。 さらにその
周辺には、 村人の働く場や生活の場、 村を訪れる人の
場を計画し全体が連携した教育複合施設とします。 この
場所で子供達の教育環境を充実させ継続していくために
は、 村人の働く場や日常生活に必要となる場が関係を持
ち計画される必要があります。 また計画のプロセスに旅行
者などの村で生活する人以外が参加することで村の生活
や教育に新しい視野や可能性が生まれると考えます。 教
育施設と村の生活を相互に考え連携させていくことで村の
生活に建つ小学校は成り立ちます。
(2) 計画プロセス
農村地域で生活するカンボジア人にとって床下空間は日
常生活の多くの時間を過ごす場であり生活にとても密着し
た場といえます。 そのため建築の形式は高床式を用いま
す。 また現地で使用される材料や講法を用い、 小学校
は村人や旅行者が主体となって建設します。 そのため小
規模のボリュームをつなぎ合わせることで空間を構成して
いき段階的に場を更新していく方法を選択します。
図 2    床上空間と床下空間
床下空間  日常の大半の生活行為を行う
床上空間  就寝場所としての利用
図 3    プログラムイメージ
Hosei University Repository
3.  設計
(1) 機能による建築のタイプ
   教育、 生産、 商売、 宿泊、 保育、 エネルギー、 衛生、
生産、 観光、 職、 商売、 余暇、 交流など、 村に必要
な要素をもつ建築を 12 タイプつくります。 それらの建築と
デッキを連続していくことで小学校を計画します。 小学校
は段階的に更新していく計画とします。 それぞれの建築
が関係も持つことで小学校には様々な場が生まれ、 子供
達、 村人、 旅行者を受容します。
(2)村の生活に建つ小学校
   タイプごとに分類した建築を床下デッキにより連携させ
て配置します。村の生活に建つ小学校は教育を支える場
と村の生活を支える場により成り立ちます。ここは村の子供
達、村人、旅行者など様々な人々が関わりを持つ小学校
です。
   様々な用途を持つ空間をつくるために、床下デッキにレ
ベル差をつけ場の区別化を図っています。また建築をつ
なぐために設けたデッキの面積は25㎡〜96㎡になってい
ます。これは村で調査した高床式住居の床下空間の面積
から検討して決めた数値であり、デッキ上部に建築を増築
して床下空間が出来た時、その空間が村人にとって親し
みのあるスケールとなるように考えています。このような場
の連続から小学校は構成されています。
   村で生活する子供達40人に将来の夢を聞いたことがあ
ります。28人の子供達は教師と答えました。村で生活する
子供達の多くは村から出たことがなく、その生活の中で知
り得る情報は限定的なものです。この場所では多く人々が
関わりをもち様々な生活行為の中で教育が行われます。
子供時代という多感な時期により多くの出来事や経験に
出会える場こそ、村の子供達の教育にとって本当に必要
な場所ではないかと考えます。
図 4    機能による建築のタイプ
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学していたため 4 年という長い期間にわたり御指導、 大
変感謝しています。 副査の下吹越武人教授、 赤松佳珠
子准教授、 デザインスタジオ 11 の飯田善彦先生、 お忙
しい中御指導していただき大変感謝しています。 そして
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